
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

○

算数Ａでは「数量関係」で全道との差が縮まってい
るが、平均正答率に学校間の差がある。

【児童質問紙調査】

国語Aでは「話すこと・聞くこと」が全道との差が縮
まっている。

全ての教科において、全国及び全道の平均正答
率を下回っており、その差が広がった。国語Ｂにお
いては、全道、全国との差が大きい。

家で学校の授業の復習をしていると回答した児童
の割合はが全国及び全道を上回っている。

◎ 町独自の「標準学力調査（全面改訂版）」の実施
◎
◎

○ 学習規律の定着が学力向上に必要と考えられ
る。

洞爺湖町スタンダード１０研修委員会の「洞爺湖町自立的学びのためのスタンダード10」の全町的取組への支援
小中学校保護者等周知用「洞爺湖町自立的学びのためのスタンダード10」概要版の配付

【洞爺湖町の学力向上策】

学校質問紙

○ 全ての学校で家庭学習の課題の与え方につい
て、教職員で共通理解を図っている。また、国語の
補充的な学習を行った割合が、全国及び全道を上
回っている。

家で平日３０分以上２時間未満の家庭学習をして
いる児童の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

○

■洞爺湖町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：3、児童数：49名）

町独自の教職員の資質向上のための先進校視察研修の実施

【教科全体の状況】

【分析】

【児童質問紙調査】 【学校質問紙調査】

◎

○ 学校で家庭学習の与え方について教職員で共
通理解を図って指導したことにより、家で学校
の復習に取り組む児童が増加していると考えら
れる。

○ 「洞爺湖町自立的学びのためのスタンダード
10」を保護者に配付し、家庭と連携して指導した
ことにより、学習習慣の定着や生活習慣の定着
が図られていると考えられる。

教科

児童質問紙

○

○

○
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【生徒質問紙調査】
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

○

○

○

国語A、理科において全国及び全道の平均正答率
を上回っており、国語Ａでは「書くこと」を除き、他領
域で全国及び全道を上回っている。

◎
◎

○ 昨年度より、全体的に平均正答率が向上したの
は、洞爺湖町スタンダード１０研修委員会の全
小中共通の授業改善の取組の成果と考えられ
る。

洞爺湖町スタンダード１０研修委員会の「洞爺湖町自立的学びのためのスタンダード10」の全町的取組への支援
小中学校保護者等周知用「洞爺湖町自立的学びのためのスタンダード10」概要版の配付

【洞爺湖町の学力向上策】

○

家で学校の授業の復習をしていると回答した生徒
の割合は、全国及び全道を上回っている。また、
家で１時間以上勉強する割合は全道を上回ってい
る。

○

学校質問紙

全ての学校で家庭学習の課題の与え方につい
て、教職員で共通理解を図っている。また、国語の
補充的な学習を行った割合が、全国及び全道を上
回っている。

■洞爺湖町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：3、生徒数：55名）

町独自の教職員の資質向上のための先進校視察研修の実施

【教科全体の状況】

【分析】

【生徒質問紙調査】 【学校質問紙調査】

◎

○ 学校で家庭学習の与え方について教職員で共
通理解を図って指導したことにより、家で学校
の復習に取り組む生徒が増加していると考えら
れる。

○ 「洞爺湖町自立的学びのためのスタンダード
10」を保護者に配付し、家庭と連携して指導した
ことにより、学習習慣の定着や生活習慣の定着
が図られていると考えられる。

教科

生徒質問紙

数学Ａでは「数と式」で全国とほぼ同様、「資料の
活用」では、Ａ・Bとも全国及び全道を上回ってい
る。

理科では「物理的領域」、「化学的領域」、「生物的
領域」で全国及び全道を上回っている。
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